
Unit19 0ne‐ stress phrasal verbs

※phrasal veltb…動詞とtぅう一つの要素(主に前置詞や副rtrll=particle)からできている慣用

句。句動詞という。(例)see to,break down,look down on等

●19-A

2語 からなる句動詞のいくつかには強勢が動詞にだけあるものがある。その場合ほとんど

particleは前置言司である。

それ以外の 2語 からなる句動詞でrょ、particleにメインの強勢があり動詞に2番 目の強勢

があるここの場合ほとんどparticie rま副詞.

●19-B

会話中では、強勢が一つの句動詞でその強勢の場所以外を強く発音することはないが、

強調や対比をするために強制以外の場所を強く発音することもできる。

●19-C

強勢が つヽの句動詞の多くのparticle(at,foL fl・ollrl,oi toなど)はweak formやstrong

formを持つ。Weak formは会話中で使われるが strong formはpartictteが節の終わりにき

た時に使われる。

●19-D

強勢が つヽの場合と二つの場合の句動詞があるが、 一つの時と二つの時では意味が違っ

てくる.

UIlit20  怖 o‐stress phrasal verbs

●20-A

強勢が二つある句動詞が会話の中で使われた場合、動詞と particleの両方を強く発吉す

る.動 詞とparticleのFF3に名詞がある場合、名詞は強く発音しない=

しかし、以 下のときに,まpatticle Fま強く発音 しない。

早   ・ 同じ節の中で句動詞の後に名詞(目的語)があるとき.

・動詞に特別な強調をおきたいとき.

・強く発吉する名詞(目的語)が動詞とparticleの間にあるとき。

●20-B

3語 からなる句動詞も強勢が二つある。2番 癖の強勢が最初の話にあり、メインの強勢は

二つ目の語にある。

Aの 時とは違い、同じ節の中で句動詞の後に名詞(毒白1語)がきてもひとつ目と二つ目の語

を強く発音するのは変わらない。

●20-C

多くの複合名詞は強勢が二つある句動詞からきてお り、それらの名詞には前の部分に強

勢がくる。
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